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徳島県文化協会
芸術奨励賞受賞
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羽
羽
奨
学
賞


山川聡子 丸 山伸章
さん� (星奇) さん(生名)

平
成
八
年
度
、
朝
桐
奨
学
賞
に
丸
山
伸
章
さ

ん
と
山
川
聡
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝
桐
猪
平
先
生

の
尊
い
ご
遺
志
を
永
久
に
残
す
た
め
、
ご
遺
族

か
ら
寄
付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
中
で
、

学
業
や
人
物
が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健
全
な
方

に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
月
九
日
旬
、
星
谷
運
動
公
園
周
辺
で

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
町
内
は
も
と

よ
り
県
内
各
地
、
全
国
か
ら
過
去
最
高
の

五
七
八
名
の
ラ
ン
ナ
ー
と
今
回
初
め
て
、

招
待
選
手
と
し
て
佐
川
急
便
の
阿
部
健
選

手
(
阿
南
市
出
身
)
を
迎
え
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

三
+
十
日
中
学
生
以
上
男
子
の
部
で
藤
木

浩
史
選
手
が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
部

で
は
、
山
平
里
美
選
手
が
優
勝
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

最
後
に
一
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
方
と
沿
道
で
ご
声
援
い
た
だ

い
た
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-
本
町
関
係
六
位
ま
で
の
成
績

女
三
キ
ロ
の
部 

(小
学
生
以
下
男
子 
)

三
位
古
田
竜
二
(
日
分
問
秒 
)

四
位
岡
本
順
示 
(
日
分
回
秒 
)

大
会
参
加
者
募
集

カ
三
キ
ロ
の
部 

(小
学
生
以
下
女
子 
)

第
日
回
勝
浦
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
を

二
位
押
栗
佑
香
(
ロ
分
別
秒
)

分
担
秒
)

(
H

県
文
化
協
会
の
第
二
十

一
回
県
出
版
文
化
賞
と
第
三
回
芸
術
文
化
奨
励
賞
の
贈

呈
式
が
三
月
十
七
日
、
徳
島
市
内
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
十
人
と
四
団
体
が
受
賞
し
た
の
で
す
が
、
日
本
舞
踊
で
沼
江
の
湯
浅
仁

美
さ
ん
(
西
川
喜
世
仁

・
お
歳
)
が
、
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

湯
浅
さ
ん
は
七
歳
の

頃
か
ら
踊
り
を
習
い
始

め
、
昭
和
六
十
一
年
に

正
派
西
川
流
西
川
喜
洲

よ
り
名
取
り
。
舞
踊
協

会
徳
島
県
支
部
の
会
で

は
若
々
し
い
踊
り
を
発

表
し
、
今
後
も
県
内
外

の
日
本
舞
踊
界
で
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

四
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
七

五
位
押
栗
寿
美 

日
間
行
い
ま
す
。

六
位
日
浦
直
子
(
比
分
叫
秒
)

-
試
合
日
程

大
三
キ
ロ
の
部 

(中
学
生
以
上
男
子 
)

女 

級 

(初
心
者 
) 

一
位
藤
木
浩
史 

(
9
分
お
秒
)

4
月
幻
日
開
七
時
二 

分
(
開
会
式
)

四
位
畠
田
浩
二
(
叩
分
お
秒
)

4
月
詑
日 

ω・お
日
制
・O
μ
日
附
七
時
半

六
位
原
田
圭
介
(
叩
分
日
秒
)

食

(中
級
者 
) 

女
三
キ
口
の
部 

(中
学
生
以
上
女
子 
)

4
月
お
日
幽 

-
日
出
・幻
日
刷
七
時
半

※
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

女
五
キ
ロ
の
部
(
犯
歳
以
下
男
子 
)

六
位
岡
本
陽
子
(
ロ
分
5
秒
)

方
式
。 

級 
-

級
と
も
新
ル 

ル
で

行
い
ま
す
。

四
位
畠
田
康
弘
(
国
分
回
秒
)

-
締
切
日 

4
月
日
日
幽

大
五
キ
ロ
の
部 

(伺
歳
以
上
男
子 
)

・
参
加
料

無
料

四
位
藤
木
重
信
(
四
分
四
秒
)

※
会
場
は
勝
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

大
十
キ
ロ
の
部 

(泊
歳
以
下
男
子 
)

雨
天
の
場
合
は
勝
中
体
育
館

五
位
谷
寛
樹
(
幻
分
幻
秒
)

A
級 

B

A

mB

l

¥『ノ 越後獅子を舞う湯浅仁美さん

第17回勝浦川マ弓ソ:...，と会


¥J  
-、 

-
申
込
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

会
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン 

(女
子 
)

(含
二
1

二
五
一
一
間
)

一
位
山
平
里
美 
(
3時
間 
9
分
却
秒
)

回
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春
の


。
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
い
の
ち
輝
く

。
重
点
目
標

止

A
M
 

~、、

L.
同乗者にるg，竺ト瓜� 'ト
 

女
歩
〈
と
き
は

、「
ノ。

回

l

二
、
シ
�
 
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

4月6日(8)
，...，15日(火)

FASTEN SEA T BELT 
FASTEN SEA T 8丘T 

時速40キロの衝突では，
自力でささえられる衝撃は

時速クキロが限度
体重10キロの子供が� 

それでも衝撃力は150kgにも達する。 300キロにもなる o

とても抱きささえられない。

FASTEN SEA T BEL T 
FASTEN SEA T BELT 

非着用の死者の

およそ� 6分Gllは
後部座席の死者の

車外に投げ出されて死亡
タ10%が非着用� 

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
を
な
〈
す
た
め
に

全
国
交
通


所
を
渡
る
。
�
 

車
の
直
前
・
直
後
を
渡
ら
な
い
。
�
 

夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
。
�
 

寄
全
運
動
  
道
路
の
右
側
を
通
行
す
る
。
�
 

車
の
死
角
に
注
意
し
、
車
に
近
付

歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、

必
ず

カ
な
し
。

OOO

OO

歩
道
を
通
る
。
�
 

O
横
断
は
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
る
。
�
 

O
夜
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
付

O
必
ず
道
路
の
左
側
を
通
行
す
る
。

O
交
差
点
で
は
必
ず
止
ま

っ
て
確
認

す
る
。
�
 

O
自
転
車
横
断
帯
が
あ
れ
ば
そ
の
場

合
同
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は

O
慣
れ
た
交
差
点
で
も
油
断
せ
ず
安

全
を
確
か
め
る
。
�
 

O
前
後
や
対
向
車
が
少
な
い
時
で
も

ぼ
ん
や
り
運
転
で
油
断
し
な
い
。
�
 

O
自
分
の
技
術
や
体
力
を
過
信
し
自

己
流
の
運
転
は
し
な
い
。
�
 

O
体
調
の
悪
い
時
の
運
転
は
控
え
る
。

け
る
。

女
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
�
 

あ
っ
た
か

阿
波
の
道
」

一
、
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防

三
、
夜
間
の
交
通
事
故
の
防
止

県
民

一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
知

識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
�
 
l
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
�
 
l
の
実

践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
も
う

一
度
、
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
�
 

子
供
の
交
通
事
故
を
な
〈
す
た
め
に

女
子
供
と
一
緒
に
出
か
け
る
と
き
は

子
供
の
手
首
を
し
っ
か
り
握
り
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

l

ま
た
、
通
学
・
通
園
ル
�
 ト
を
子
供

と

一
緒
に
歩
き
、
子
供
の
目
線
で
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
子
供
の
視
野
は
大

人
よ
り
狭
い
こ
と
、
身
長
の
違
い
か

ら
視
点
も
低
い
こ
と
な
ど
が
分
か
り

ま
す
。
雨
の
日
や
夜
間
は
明
る
く
目

立
つ
服
装
を
し
、
反
射
材
を
使
用
し

宇
品
�
 1
v
よ
ゐ
ノO

女
車
を
運
転
す
る
人
は

子
供
は
い
つ
道
路
に
飛
び
出
し
て

く
る
か
、
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
特

に
、
八
ム
園
や
裏
通
り
な
ど
子
供
の
遊

び
場
所
近
く
を
通
る
と
き
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
車
に
乗
る
と
き
に
も
、

子
供
が
車
の

陰
か
ら
飛
び

出
す
こ
と
が

な
い
か
、
確

か
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ

MUS04
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川
の
駅
か
つ
う
ら
両
閣
議
電
命
感
宣
明
義

「
川
の
駅

・
か
つ
う
ら
」
の
開
設

を
祝
い
、
快
適
安
全
な
利
用
を
願
っ

て
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
集
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

女
主
催

川
の
駅

・
か
つ
う
ら
開
設

※
防
災
訓
練
の
た
め
、
午
後
一
時
に

一

記
念
事
業
実
行
委
員
会

占
周
期
日

平
成
九
年
四
月
十
三
日
同

ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い

一

食
会
場

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園

責
内
容

煙

火

打

上

げ

七

時 

1

記

念

式

九

時 

1

警
察
音
楽
隊
演
奏

立
川
恐
竜
「
イ
、
ク
ア
ノ
ド
ン
」
の

一
歯
の
化
石
発
見 

(平
成
六
年
四
月
)

三
周
年
を
記
念
し
て
恐
竜
ま
つ
り
を

聞
き
、
親
子
で
集
う
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

-

主

催
恐
竜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・

日

時
平
成
九
年
五
月
五
日 

(
こ
ど
も

の
日 
)
午
前
九
時 

午
後
四
時

-

会

場
勝
浦
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
主
な
イ
ベ
ン
ト 

実
物
「
恐
竜
卵
」
特
別
公
開

立
川
層
化
石
展 

V V

恐
竜
の
イ
ラ
ス
ト

募

集 

-
応
募
規
定

葉
書
一

枚
に

一 
-点
。
住
所
、
氏


名
、
性
別
、
年
齢 

(子
ど
も
は
校


名

・
学
年
)
、
電
話
番
号
を
明
記 H、


一一 …一一一

一
人
何
点
で
も
よ
い
。


-

出

品

料

無
料

0

・
応
募
資
格

不
問
。

-
賞

恐
竜
博
士
ク
イ
ズ

九
時
三
十
分

九
時
1

恐
竜
ペ
ン
ダ
ン
ト

つ
く
り

十
時 

恐
竜
宝
さ
が
し
十
時
三
十
分 

恐
竜
と
遊
ぼ
う

(
綱
引
き

・
相
撲

十

一
時
三
十
分 

ど
ら
ご

っ
ち
づ
く

り

十

三
時

1 

(水
彩
用
具
を
用
意
の
こ
と
)

恐

竜

の

里

案

内

九

時

恐

竜

市

九

時

(出
店
者
募
集
:
・
四
月
二
十
五
日

幽
ま
で
に
勝
浦
町
企
画
開
発
課
内

同
実
行
委
員
会
事
務
局
へ 
)

恐
竜
彦
つ
"


念
品
を
贈
る
。
発
表
は
賞
品
発
送


に
よ
る
。
作
品
は
、
恐
竜
ま
つ
り


会
場
に
展
示
す
る
。


応
募
作
品
は
主
催
者
に
属
す
る

0

干
七
七

一
ー
四
三


勝
浦
郡
勝
浦
町
久
国
勝
浦
町
役
場


企
画
開
発
課
内

・
恐
竜
ま
つ
り
実


行
委
員
会
事
務
局


八
八
五
四
)
二 

二
五

一一
 

l

i j j i j l 

恐
竜
イ
ラ
ス
ト
展

vv v V V
外
)

-
著
作
権

・
応
募
締
切
り


四
月
二
十
五
日
倒


・
応
募
先

vV v宮 

一一 

③
子
供
恐
竜
教
室
・
宝
さ
が
し

・

恐
竜
ご

っ
ち
づ
く
り 

(水
彩
用
具 

↑

を
用
意
の
こ
と 
)

④
防
災
競
技
・
演
習

な
供
養
 

星
奇
地
区
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

一

j

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

i j

⑤
勝
浦
川
へ
の
鮎
の
稚
魚
放
流

(
O

⑥
ラ
ジ
コ
ン
大
会

⑦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

山
び
こ
コ
ー
ラ
ス
九
時
四
五
分 

③
じ
ま
ん
交
易
市

記

念

イ

ベ

ン

ト

九

時

三
十
分 

※
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

l

勝
浦
町
企
画
開
発
課
内
同
事
務
局

一

宮 

八
八
五
四
)二
 

二
五

一一

一

「
川
の
駅
」
と
す
る
理
由

と
に
よ
っ
て
、
各
地
か
ら
多
く
の
人

に
来
て
い
た
だ
き
、
心
休
ま
る
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
の
で
す
。

「
川
の
駅
は
心
の
駅
勝
浦
川
の

自
然
に
親
し
み
人
と
自
分
を
愛
す

る
明
日
へ
の
出
発
の
駅
」

の
言
葉
を
記
し
た
看
板
を
立
て
ま
し

た
。
川
の
駅
を
勝
浦
町
民
の
心
の
糧

と
し
、
勝
浦
町
活
性
化
の
原
動
力
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

九
時
三
十
分 
1

九
時

九
時 
i j

l

l

①
県
下
ゲ 

ト
ボ 

ル
大
会 

②
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行

・
初
心
者

教
室

星
谷
運
動
公
園
を

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園
の
愛
称
を

「
川
の
駅

・
か
つ
う
ら
」
と
し
ま
す
。

川
は
生
物
の
す
べ
て
を
育
む
根
源

と
し
て
太
古
よ
り
悠
久
の
流
れ
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
人
は
川
に
よ
っ
て
、

過
去
か
ら
未
来
へ
の
展
望
を
、
ま
た
、

未
知
の
世
界
を
開
く
道
を
見
い
だ
し

て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
達
は
、
勝
浦

川
を
人
々
の
生
活
の
原
点
と
み
な
し
、

人
と
自
然
、
人
と
社
会
の
係
わ
り
を

大
切
に
育
て
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

わ
た
し
達
は
、
こ
の
公
園
を
「
川

の
駅
か
つ
う
ら
」
と
名
付
け
る
こ 

川
の
駅
・
か
つ
う
ら

開
設
記
念
事
業
実
行
委
員
会

優
秀
賞
、
参
加
者
全
員
に
記

(
O

女 大 会おれまで勝j甫
ひ 主 焚事 行 四 四 人 持る古す、 四
な 上 午月午月 形 ち人く 。ひ町月�  ひ
供養 催 ・4 事 六 五 付受 寄 形な な大要� 宮 六

、~

¥}  

ひ 九日十日 りが つ 人日

舛mな半 時 時 くあた 形八旧)
市 だりり の神社幡 後午

十 午後 さま、

二 いし処 一

。
時 。た分を をに時

時 ら 行おか

供養

、さ いい ら� 
J 

囚

=
演ま奏花見

実行3釆Zご00 

4努
G

員会
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ン
タ
ー
に
、
約
五

O
O

f¥

、。

?と
 
A 


，.
4
2

集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
文
化
協
会
加
盟
の
芸
能
部
門
十

五
団
体
か
ら
二 
O
O人
余
り
が
出
演

し
、
年
間
を
通
し
て
練
習
し
た
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
前
に
町
の
文
化
振
興

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
阿
波
踊
り

用
太
鼓
を
寄
贈
さ
れ
た
宮
本
文
子
さ

ん 

(中
角
)
に
川
口
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

三
月
八
日
目
、
農
村
環
境
改
善
セ

人
の
観
衆
を

今山あかね会の民踊

第12回
勝勝

藤
民
謡
会
の
民
謡

川口町長から感謝状を受け取る宮本文子さん

宅
岡島


花ノ本会の日舞� 勝浦座の人形浄瑠璃

r-、、� 

••••••••
か
ら
神
山
温
泉
「
四
季
の
里
」

町
か
ら
川
口
町
長
は
じ
め
六
名
の
議

員
・
職
員
が
集
ま
っ
て
役
員
会
を
開

ど
、
白
熱
し
た
論
議
が
な
さ
れ
ま
し

作
文

会
議
で
は
、
当
面
の
取
り
組
む
ベ

ヰ

き
課
題
や
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
、

ら

さ
ら
に
会
の
進
む
べ
き
よ
い
方
向
な

た。中
で
も
、
五
月
十
八
日
田
に
行
わ

れ
る
第
四
回
総
会
に
は
、
講
演
会
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
、
特
色
の
あ
る

む
の
に
す
る
。

ま
た
、
年
間
行
事
も
決
め
て
会
員

相
互
の
親
睦
が
ま
す
ま
す
図
れ
る
よ

』
ζ

う
す
る
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

nH t

催
し
ま
し
た 
o

-ー 

で
、
ふ
る
さ
と
会
か
ら
平
賀

会
長
ほ
か
十
五
名
の
役
員
と
、

三
月
一
日
出
の
午
後
四
時

近藤かっラ5


ふ9ðと会~J:f)
 

信
畏

汁
つ

官
事

回
貝 お
の

平成� 9年� 3月31日現在の会員数は217名です。

ふるさと会では，まだまだ会員を募集してい

ます。

あなたの身近で、本会の結成をご存じない方や，

入会していない方がおいでたら，ぜひご紹介く

ださい。

事務局・勝浦町企画開発課宮(08854)2 -2511 

国
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蔵
書
三

O

二

O

、
0
0
0
冊
、
ビ
デ
オ

一
、

七

、っ。

V

i

¥、J

¥}  

行う理由

事

業

う
本
を
購
入
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
お
考

え
も
、
誠
に
ご
も

っ
と
も
な
ご
意
見
と
は
思
い

ま
す
が
、
図
書
館
で
お
世
話
に
な
り
、
ま
ず
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
本
は
生
き
物
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

以
前
「
古
典
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
「
古
い
書
物
で
今
日
の

生
活
に
何
ら
か
の
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
書
物
」

と
い
う
結
論
に
達
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま

す
。今

、
図
書
館
の
一
隅
で
静
か
に
利
用
者
の
到

来
を
待
ち
わ
び
て
い
る
日
本
古
典
文
学
全
集
や

漢
詩
大
集
な
ど
は
、
立
派
に
何
百
年
も
生
き
続

け
、
そ
の
間
に
多
く
の
人
々
に
何
ら
か
の
潤
い

を
与
え
て
く
れ
た
書
物
で
す
。

最
近
、
町
村
図
書
館
活
動
推
進
委
員
会
か
ら

発
表
さ
れ
た
年
間
購
入
冊
数
で
は
、
0
・
四
×

人
口
+
四
、 
0
0
0
冊
を
基
準
と
し
て
、
人
口

五
、
0
0
0
人
の
町
村
で
は
、
六、

 

0
0
0
冊
の

年
間
購
入
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部

省
の
望
ま
し
い
年
間
購
入
冊
数
も
開
架
冊
数
の

五
分
の

一
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
書
籍
に
お
い
て
は
、
年
と
共
に
そ
の
価

値
は
失
わ
れ
て
い
く
の
が
常
で
あ
り
ま
す
。
い

つ
図
書
館
に
行
っ
て
も
、
同
じ
本
が
書
架
に
並

ん
で
い
る
の
で
は
、
次
第
と
足
は
遠
の
く
で
し
ょ

書
棚
が
い
っ
ぱ
い

で
も
本
は
必
要
か
7
・

ふ
る
っ
て
登
録
し

利
用
し
よ
う
/

平
成
九
年
二
月
末
に
お
い
て 
:
・

C
D

本
の
他
、 

五
八
三
本
と
、
地
方
公
共
図
書

館
と
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
年
を

追
っ
て
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
町
民
一
人
当
り
の
貸
し
出
し
も

六

・
三
冊
と
、
県
内
公
共
図
書
館
で
も
高
い
位

置
に
あ
る
こ
と
は
情
報
文
化
の
中
核
と
し
て
町

民
の
文
化
吸
収
に
対
す
る
厚
い
熱
意
と
関
心
の

賜
物
と
推
測
し
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
の
町
民
各
位
の
ご
愛
顧
に
応
え
る
た
め
、

よ
り
新
し
い
情
報
の
入
手
を
第

一
に
心
掛
け
、

新
刊
書
の
購
入
に
努
力
し
て
い
る
次
第
で
す
。

し
か
し
、
図
書
館
に
は
図
書
館
と
し
て
、
常

備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
籍
も
あ
り
、

利
用
度
の
少
な
い
書
籍
で
も
購
入
し
な
け
れ
ば

三
年
も
す
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
ほ
と
ん
ど
無

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
不
易
流

に
等
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
」
の
狭
間
で
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
す
。

極
端
な
例
で
す
が
、
旅
行
案
内
書
な
ど
の
ガ

性
に
着
目
し
て
指
針
を
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
も
、
町
文
化
高
揚
の
た
め

一

層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
も
の

で
す
。あ

な
た
は

利
用
力 

ド
を

作
っ
て
い
ま
す
か

現
在
、
登
録
者
に
本
は

一
人
十
冊
、
ビ
デ
オ
-

は
各
家
庭
二
本
ま
で
と
制
限
し
て
、
貸
与

し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
書
物
が
無
い
時
は
、
県
立
図
書
館

よ
り
借
用
し
て
ご
要
望
に
応
え
て
い
ま
す
。
当

館
で
は
、
蔵
書
数
も
他
の
公
共
図
書
館
と
比
べ
、

十
分
と
は
吾
一守
え
ま
せ
ん
が
、
ご
要
望
に
応
え
る

た
め
、
最
大
の
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
多
少
の
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
図
書
館
受
付
で
登
録
を
済

ま
せ
て
、
ご
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

昨
年
五
月
か
ら
今
日
ま
で
に
登
録
を
済
ま
さ


れ
た
方
は
、

一
、
二
七
三
人
で
登
録
率
は

一
七

・


三
六
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
一
七
、 
0
0
 

0
 C
D

と
町
民
の
約
半
数
弱
が
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
に
よ

っ
て
作
ら
れ
、


運
営
さ
れ
て
い
る
図
書
館
で
す
。
二
割
に
足
ら


な
い
人
々
が
現
在
の
図
書
館
を
利
用
さ
れ
て
い


る
の
が
現
状
で
す
。
み
な
さ
ん
の
税
金
が
全
て


の
み
な
さ
ん
に
還
元
さ
れ
る
た
め
に
も
、
ふ
る
っ


人
の
北
島
町
で
は
、
登
録
率
四
二
・
五
O
%

l

て
登
録
を
済
ま
し
、
み
な
さ
ん
の
図
書
館
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

環境庁ライトダウンキャンペーン

4月 1 日(火)~6 日(日)

八-，1...m''l7， 

亨い星 


ライトダウンを

地
上
の
様
々
な
照
明
の
光
が
上
の
方
向
に

も
れ
る
と
空
気
中
の
水
蒸
気
、
チ
リ
や
ほ
こ

り
等
に
は
ね
か
え
さ
れ
て
、
空
が
明
る
く
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
現
象
は
、
地

上
光
の
散
乱
に
よ
る
、
天
空
輝
度
の
変
化
と

呼
ば
れ
、
都
会
で
星
が
見
え
に
く
い
こ
と
の

大
き
な
理
由
で
す
。

ま
た
、
屋
外
の
照
明
の
光
が
周
囲
に
漏
れ

て
、
舷
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
や
動
植
物
に
悪

影
響
が
及
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
「
光
害
」 
(こ

う
が
い 
)
と
呼
び
ま
す
が
、
夜
空
が
明
る
く

な
る
こ
と
も
こ
の
「
光
宝
己
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
た
め
、
へ
ー
ル
・
ボ
ッ
ブ
す
い
星
の

接
近
す
る
こ
の
機
会
に
、
す
い
星
が
少
し
で

も
見
え
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
屋
外
の
照
明

の
縮
小
を
呼
び
か
け
、
「
光
宣
己
を
は
じ
め
と

す
る
身
近
な
大
気
の
環
境
に
つ
い
て
啓
発
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
屋
外
照
明
の
適
切
な

使
用
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

美
し
い
星
空
が
よ
み
.か
え
る
と
と
も
に
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ひ
い
て
は
二
酸
化
炭
素
排
出

の
抑
制
に
も
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

イ
ド
ブ

ッ
ク
は
、
急
激
な
時
代
の
変
遷
に
よ
り
、

地
図
、
宿
泊
費
な
ど
も
年
と
共
に
変
化
し
、

二 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
先
述
の
図
書
館
推

書
架
に
隙
間
な
く
本
が
入
っ
て
い
れ
ば
、
も

進
委
員
会
や
文
部
省
も
年
間
購
入
図
書
の
必
要

国
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回

30 

日

展示のお知らせ
 

V
新
開
遠
江
守
入
道
道
善
が
天
正

V
週
刊
文
春
と
週
刊
新
潮

V
そ
の
「
脳
内
草
命
」
に

禽
斎
藤
靖
子
木
版
画
展

*ヘール・ポップすい星とは…� 

1995年� 7月23日，アメリカのへール氏とボップ氏が

相次いで、確認した新すい星。発見された時点において、

木星軌道より外側にあるのにもかかわらず，� 10等級と

明るく(この距離では，ハレーすい星だと20等級以下)， 

大すい星になることが期待されています。� 

1997年4月� 1日に太陽に最接近しますが，その頃に

は光度が-2等級(おおいぬ座のシリウスより明るい)

と予想されます。� 3月から� 4月にかけて観察条件が良

く，アンドロメダ座とカシオペア座の聞を東へ移動し

ていきます。
星座の聞を移動するヘール・ポップすい星

大
河
ド
ラ
マ
毛
利
元
就

V
N
H
K

の
間
で
論
争
を
繰
り
広
げ

で
お
な
じ
み
の
「
い
ち
み
つ
ぼ
し
」

の
家
紋
の
陣
笠
。 

(写
真
上
) 

る
ま
で
に
発
展
し
た
「
脳

内
革
命
」
は
今
も
利
用
者

が
後
を
絶
た
な
い
。 

十
年
九
月

一
日
、
徳
島
市
丈
六
寺

で
長
宗
部
元
親
に
よ
っ
て
誘
殺
さ

れ
、
丈
六
寺
の
血
天
井
と
し
て
、

今
に
そ
の
惨
劇
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
暗
殺
さ
れ
た
阿
南
市
牛
岐

城
主

・
新
開
遠
江
守
が
日
頃
愛
用

し
て
い
た
と
い
う
、
皮
カ
ブ
ト
。 

つ
い
で

今
回
、
新
刊
図
書
と
し

て
早
く
も
話
題
を
ま
い
て

い
る
の
が
、
渡
辺
淳
一
著

の
「
失
楽
園
(
上

・
下
こ

は
、
書
架
に
出
す
や
否
や

(写
真
下
)

貸
し
出
さ
れ
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
後
を
絶
た
な
い
。

そ
の
他
、
津
本
陽
著
の

失
楽
園
(
上

・
下
)渡

辺

草
笛
の
剣
(
上

・
下
)

O
一 

一
号
館
の
女

修
羅
の
終
わ
り

皆
月

天
地
の
墓

冬
物
語 

津
本

折
原

貫
井

花
村

花
木

南
木 

佳万徳 i享
士深月郎一 陽

メ
ド
ゥ
サ
、
鏡
を
ご
ら
ん

紫
陽
花
の
花
の
ご
と
く

井

上

夢

人

松

本

麗

そ
の
他
多
数 

「
草
笛
の
剣
(
上

・
下
)
」
も
紀
州
根
来
の
剣
客

伝
記
で
愛
好
家
に
人
気
が
あ
り
そ
う
な
書
物
で

あ
る
。行

事
と
休
館
日


日
曜
日
こ
ど
も
映
画
会

-R



日
日
午
後
2
時
か
ら 

2
階
視
聴
覚
室

。
お
ひ
っ
こ
し
だ
っ
て
?
ス
ヌ 

ピ
l

l 

ぼ
く
た
ち
の
星
く
ず

お
日 
1
5
月
7
日 

2
階
視
聴
覚
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日
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-
川
柳

「眼

鏡」

高
値
呼
ぶ
み
か
ん
市
況
へ
眼
鏡
か
け

沼
江
梅
山
み
ず
ほ

温
か
い
言
葉
に
眼
鏡
曇
り
出
す

棚
野
竹
田
あ
ゆ
み

真

っ
す
ぐ
に
見
え
る
眼
鏡
に
か
け
か

え
る

棚
野

穏

台

綾

ど
れ
ど
れ
と
眼
鏡
は
ず
し
て
孫
を
抱

く

立

川

岩

本

よ

し

お

色
眼
鏡
は
ず
し
て
見
れ
ば
素
直
な
子

久

国

美

馬

真
由

老
眼
鏡
か
け
て
も
主
婦
の
座
動
か
な

い

横

瀬

谷

酔

参

眼
鏡
拭
い
て
か
ら
の
世
間
が
美
し
い

棚

野

殿

川

早

苗

「虹
」

川
越
え
て
あ
な
た
に
届
く
虹
の
橋

棚

野

島

つ

と

む

ピ
ル
谷
間
虹
を
知
ら
な
い
子
が
育
つ

横

瀬

中

田

万

里

虹
の
夢
渡
る
思
案
の
う
ち
に
消
え

沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

幸
せ
の
虹
を
つ
か
ん
だ
孫
娘

横

瀬

錦

内

常

一

あ
の
時
は
二
人
で
渡
っ
た
虹
の
橋

生

名

丸

山

香

月

や
り
く
り
の
暮
ら
し
余
生
の
虹
を
描

く

立

川

前

田

千

恵

虹
見
て
も
二
十
歳
(
は
た
ち 
)
の
虹

は
光
っ
て

た

棚

野

内

谷

凡

石

子
の
虹
へ
そ
っ
と
一
色
足
し
て
お
く

横

瀬

日

下

美
里

ち
ょ
っ
と
だ
け
休
め
と
丸
い
虹
が
出

る

棚

野

田

中

恩

葦

-
雑
詠

正
月
は
親
よ
り
厚
い
子
の
財
布

横

瀬

桜

木

千

代

柚
子
の
香
に
心
豊
か
な
冬
至
の
湯

横
瀬
呑
口
精
一
郎

骨
ま
で
も
痩
せ
る
想
い
の
子
の
入
試

中

角

豊

田

要

助

世
渡
り
は
妻
に
任
せ
て
浅
瀬
行
く

中

山

谷

尻

笑

山

か
ず
ら
橋
揺
ら
れ
渡

っ
て
深
呼
吸

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

-
一
句
鑑
賞

枯
れ
る
ま
で
好
き
で
い
た
い
と
思
う

人

美

馬

真
由

(
評
)
枯
れ
る
ま
で
を
死
ぬ
ま
で
と
評

す
る
の
は
ち
ょ

っ
と
酷
だ
が
、
老
境

に
入
っ
て
動
き
が
鈍
く
思
考
力
も
落

ち
て
く
る
程
度
に
解
し
て
み
る
と
、

心
温
ま
る
句
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

好
き
で
い
た
い
と
思
う
作
者
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
こ
う
あ

り
た
い
も
の
で
あ
る
。

(

院
潮
)

四
月
五
日
締
切
り
俳
句

一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

五
月
五
日
締
切
り
短
歌

一
人

一
首

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ
ス
エ

お

知

ら

せ

約
二
十
年
前
か
ら
、
勝
浦
川
柳
ク

ラ
ブ
「
や
じ
馬
」
誌
に
選
句
発
表
し

た
中
か
ら
上
位
十
句
を
、
丸
山
香
月

さ
ん
が
毎
月
短
冊
に
染
筆
し
、
生
比

奈
郵
便
局
の
特
設
コ

ー
ナ
ー
に
展
示

し
て
来
ま
し
た
。

こ
の
度
、
局
長
の
ご
厚
意
で

一
月

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
受
信
さ
れ
る
方
は
記
号
な

ど
、
生
比
奈
郵
便
局
長
に
直
接
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

(係 

)

小
・

中
学
生
の
児
童

・
生
徒
が
い
る
家
庭
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合
、
医
療
費
、
給
食
費
、
学
用
品
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
受
給
資
格
}

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に 

①

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な

っ
た
。 

②

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非
課
税
と
な

っ
て
い
る
。

③

国

民

年

金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受

④

ナ
た児

童 。
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。 

⑤	

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を
希
望
し
、
求
職

申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑤
世
帯
全
体
の
収
入
が

二
疋
額
以
下
で
あ
る
。

【
申
請
書
提
出
期
間
】

平
成
九
年
四
月

一
日 

四
月
二
十

一
日

な
お、

申
請
書
の
様
式
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
勝
浦
町
教
育

委
員
会
事
務
局 

(
宮
二
1

二
五

一
五 
)
ま
で
。

j

ご存じで‘すか?

就学援助制度


平
成
9

年
度
勝
浦
町
育
英
奨
学
金
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て

-
募
集
期
間

平
成
九
年
四
月

一
日 

四
月
二
十

一
日

-
採
用
予
定
人
員

高
校
生

二
人
程
度

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生

大
学
生
五
人
程
度

・
奨
学
貸
付
金
等
の
額


高

校

生

月

額

二
万
円
以
内


徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生


月
額
三
万
円
以
内

り
ま
す
の
で
、

書
類
の
様
式
、
応

大

学

生

月

額
三
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準

備
金

・
大
学
入
学
準
備
金

一
五 
)
ま
で
。

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

j

若
干
名 

-
応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

て
奨
学
金
貸
付
願
書

二
、
出
身
中
学
校
長
の
推
薦
書

三
、
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子

弟
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

(
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
)

五
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可

書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ

募
方
法
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教

育
委
員
会
事
務
局 

(
宮
二
|
二
五

、~

¥J  

図
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手話という大切な意味


私
の
生
活
の
中
に
は

『言
葉
」
と
い
う

一
つ
の
表

現
が
あ
る
。
そ
れ
が
な
い
人
た
ち
に
は
手
が
あ
る
。

私
の
父
も
母
も
そ
う
で
す
。
な
に
も
聞
こ
え
な
い

。

周
り
の
音
も
、
私
達
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
、
自

転
車
の
ベ
ル
も
、
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
も
。
父

と
母
は
そ
う
い
う
中
で
生
き
て
き
た
。
そ
ん
な
、
父

と
母
の
間
に
三
番
目
の
子
供
と
し
て
、
私
は
、
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
成
長
し
て
い
く
に
し
た
が

っ

て
、
手
で
話
す
こ
と
の
大
切
さ
を

一
つ
一
つ
、
お
ぼ

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
十
四
年
間
、
私
が
父
と
母
と

一
緒
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
で
、
父
と
母
の

生
活
は
次
だ
い
に
良
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
字
ま

く
ス
ー
パ
ー
の
テ
レ
ビ
が
出
た
り
。
障
害
者
の
た
め

の
手
話
で
伝
え
て
く
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
。
盲
の
人
に
は

点
字
の
本
が
出
た
り
、
盲
人
用
タ
イ
ル
。
車
イ
ス
の

人
に
は
車
イ
ス
専
用
の
ト
イ
レ
、
低
い
公
衆
電
話
。

な
ど
、
イ
ロ
イ
ロ
で
す
。

そ
れ
に
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
使
用
し
や

す
い
為
に
、
ガ
ソ
リ
ン
の
種
類
、
支
払
い
の
し
か
た
、

量
な
ど
が
ヰ
青
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
用
意
し
て
い
る
。

そ
れ
に
手
話
で
話
す
人
々
。
父
も
、
講
師
を
や
っ
て

い
て
、
看
護
学
校
や
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に
行
っ
て
い

ま
す
。
父
を
先
生
と
呼
ぶ
人
達
が
い
ま
す
。
私
に
と

っ

て
も
う
れ
し
い
事
で
す
。
た
い
が
い
の
聴
覚
障
害
者

は
、
理
容
師
か
、

美
容
師
に
し
か
、
な
れ
な
い
そ
う

だ
け
ど
、
父
は
、
立
派
な
調
理
師
の
資
格
を
と
り
、

今
は
、
祖
母
と
、

一
緒
に
庖
を
、
出
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
休
み
に
入
る
と
、
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

父
と
留
守
番
の
時
や
、
祖
母
の
い
な
い
時
は
、
父
の

目
と
な

っ
て
い
て
、
将
来
は
、
祖
母
の
後
を
継
ぎ
、

親
子
で
、
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
、
中
卒
で
専
学
に
行
っ
て
、
早
く
、
父
と
母
の
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
辛
い

こ
と
の
あ

っ
た
分
、
私
が
、

幸
せ
を
返
し
て
い
き
た

い
で
す
。
聴
覚
で
イ
ジ
メ
を
受
け
て
き
た
と
思
う
け

ど
、
そ
れ
な
り
の
友
達
は
い
る
。
父
に
も
、
母
に
も
。

私
達
み
た
い
に
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
り
し
て
夜
、

遅
く
な

っ
て
も
ワ
イ
ワ
イ
遊
ん
だ
り
し
た
と
、
思
い

ま
す
。

父
に
は
、
も
う

一
つ
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
ろ
う

学
校
の
友
人
と
か
、
仲
間
な
ど
、
手
を
貸
し
て
頂
け

る
人
々
た
ち
と
で
、
父
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
取
り

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
障
害
者
相
談
所
を
つ
く
っ
た
り

し
ま
し
た
。
と
く
に
、
阿
波
踊
り
の
連
と
し
て
の
手

話
で
の
交
流
。
こ
の
連
は
、
す
だ
ち
連
と
い
い
ま
す
。

鳴
門
の
名
産
物
か
ら
と
っ
た
名
で
す
。
今
年
は
東
京

か
ら
、
だ
い
こ
ん
連
と
い
う
、
ろ
う
あ
者
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
つ
く

っ
た
連
で
す
。
そ
れ
に
、
ロ
シ
ア

か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
い
ら
し
た
、
イ
リ 

ナ
さ
ん
と
い

う
聴
覚
障
害
者
が

一
人
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

関
係
の
な
い
話
で
す
が
、
日
本
円
の
十
万
円
が
ロ
シ

ア
円
で
は
、
千
円
ぐ
ら
い
に
な
る
と
聞
き
、
私
は
、

す
ご
く
、び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

イ
リ 

ナ
さ
ん
は
働
い
て
、
働
い
て
、
か
せ
い
だ

お
金
を
、
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
代
に
し
、
お
小
遣
い

は
、
友
人
や
、
親
族
に
借
り
て
い
た
ら
し
く
、
ロ
シ

ア
に
帰

っ
た
ら
働
い
て
返
す
そ
う
で
す
。
で
も
、

一

緒
に
、
踊

っ
た
り
、
海
で
遊
ん
だ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
、
楽
し
ん
だ
り
、
し
ま
し
た
。
イ
リ 

ナ
さ

ん
は
、
ず
っ
と
笑

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
、
笑
い
の
絶
え
な
い
、
生
活
の
中
で
育

ち
ま
し
た
。
そ
の
中
で

一
つ
一
つ
の
手
で
話
す
こ
と

の
意
味
を
、

一
つ
一
つ
の
手
話
を
毎
日
、
覚
え
て
き

ま
し
た
。
父
と
母
が
会
話
す
る
こ
と
も
、
だ
ん
だ
ん
、

分
か

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
前
文
に
あ

っ

た
様
に
、
字
ま
く
の
テ
レ
ビ
。
今
は
、
母
が
こ

っ
て

い
る
、
『愛
し
て
い
る
と
い

っ
て
く
れ
」
は
、
主
人
公

の
晃
司
が
、
七
才
の
時
、
高
熱
で
聴
覚
を
失
い
、
今

に
い
た

っ
て
生
き
て
き
た
人
で
す
。
父
と
母
に
お
き

か
え
て
、
私
は
、
見
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

私
は
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
手
話
を
、
も
っ
と
も
っ

と
勉
強
、
す
る
つ
も
り
で
す
。
い
え
、
す
る
。
そ
れ

に
も
と
づ
い
て
多
く
の
人
達
と
、
手
で
、
た
く
さ
ん

話
せ
る
よ
う
に
、
な
り
た
い
で
す
。
こ
れ
は
全
国
の

人
に
も
、
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
ど
ん
な
人
も
、
こ
う

い
う
、
障
害
者
の
人
々
と
手
で
、
耳
で
聞
く
の
で
は

な
く
目
で
聞
い
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
、
口
で
話
す
の

で
は
な
く
、
手
で
話
し
て
ほ
し
い
で
す
。

私
に
は
、
あ
こ
が
れ
る
職
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も、

二
つ
で
す
。

一
つ
は
、
祖
母
の
後
を
継
ぐ
こ
と
。

二
つ
は
、
あ
こ
が
れ
る
、
手
話
通
訳
者
に
な

っ
て、

父
み
た
い
に
、
手
話
を
習
い
た
い
と
、
少
し
の
気
持

ち
を
も

っ
て
い
る
人
達
を
集
め
て
、
講
習
所
も
聞
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
各
地
に
、
障
害
者
が
、
訪
れ

や
す
い
よ
う
に
、
よ
り
、
歩
き
や
す
い
都
会
に
慣
れ

る
よ
う
に
、
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会

作
品
集
か
ら
)
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回収日 地区 場 所

第 石 原 桜 建 吾員又'" 事 務 所

沼江 沼� t工 集� Azz、 所

月 掛谷 掛 'ノ口ト、i 集� ~、 所

曜 山 西 �  jA生比奈支所保冷庫前(果樹試験場上り口� )
日 中 角 農 キナ t帯 人 の 家

(7日 ) イ少 馬越ゴミフェンス横

第 今山 今山橋北詰ゴミフェンス横

黒岩 運動場入口(小屋の横)月
曜 星谷 川口幸ーさん宅の貯蔵庫前
日� 

( 14日� ) 中山 消 防 言百T面 所 横

第 生名 東 林 庵

。 島豆腐屋さ ん前

月 久 国 久 国 集 ムA 所 裏

曜 棚野 河川敷ゲートボール場横

日 イシ パチンコ庖前道路南側 �  
(21日� )

ペP 大 井 堰 石専 の 前

横瀬 前� JII 集� ~、 所
第

ペシ 花棚宗ーさん宅東
四 。 広瀬清さ ん宅東

月 ク 小倉新平さん宅前 =叉路

曜 ペシ |日 農 協 跡 地

日 与川内 J 
J 

A 与 川 内出張所�  

(28日� ) 坂本�  A 坂本事業所横
。 ?背 防 圭ロ土口 所 横� 

キな
ンり
グ
、行

山楽
菜シ
取 l
りズ
なン
どの
の到
楽来
しで
みす
が

平成8年中における県下の火災の発生状況(概数)

火 災件数�  (件� ) 建物焼損面積 林野焼

月
床面積 表面積

損面積

建物林野車両船舶 その他
(ば) I(ば) ( a ) 

1 ~ 3 157 72 36 8 40 4，153 51 1，014 

4 ~ 6 131 57 31 7 。36 4，340 186 15，250 

7 ~ 9 88 58 5 5 。20 2，703 236 108 

1O~ 12 64 39 3 7 。15 1.599 53 3 

計� 440 226 75 27 111 12，795 526 16，375 

事
業
主
の
方
ヘ

労
働
保
険

年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

平
成
九
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

労
働
保
険
概
算

・
確
定
保
険
料
申
告
書

に
よ
り
、
�
 5
月
却
日
ま
で
に
手
続
き
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
徳
島
労
働
基
準
局
(
宮
五


一
一
ー
九
一
四
こ
か
県
雇
用
保
険
課
(
合


一
二

ー
二
三
六
四
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く


だ
さ
い

。
 

勝浦町大工組合から

日当を19，000円!こ/

平成 9年勝浦町大工組合総会

において，平成 9年4月 1日か

ら日当を� 1万9千円に決定しま

『努ける」で・はじまる容器リサイ勿レ

て
く
だ
さ
い
。

す
。

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し

⑨
ピ
ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の
物
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

⑨
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル
・

ア
ル
ミ
の
表
示
が
あ
り
ま

ハ一盟

し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ
れ
た
袋
で

出
し
て
く
だ
さ
い

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別
し
て
く
だ

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

した。みなさまのご理解とご協

力をお願いいたします。

回� 
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-平成 9年度狂犬病予防注射日程表 -
登
録
料
三
千
円 

飼

っ
て
い
た
犬 

(登
録
犬
)
が
死

(平
成
七
年
度
以
降
に
登
録
さ
れ
た

亡
し
た
り
、
犬 

(登
録
犬
)
の
所
在

方
は
不
要
で
す
。)

地
が
変
わ

っ
た
場
合
は
、
勝
浦
町
役

-
注
射
料

二
千
八
百
五
十
円 

場
環
境
衛
生
課
ま
で
届
け
出
く
だ
さ

犬涯の犬
霊錆
録予と防

旗
色種

平
成
九
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

月日 場 所 時 間

坂 本 黄 柴 橋 午前 9:10~ 9:30

坂本郵 便 局 前 �  9 : 40~10:05 

4 坂本大師前停留所�  10 ・ 15 ~ 10 ・ 25

月� J A坂本 事 業所前�  10 : 35~10 :55 

与川 内公会堂前�  11:05~ 11 ・ 25 
23 

J A与川内事業所前�  11 : 35~ 11:55 

日 勤労福祉センター前 午後� 1 :OO~ 1 :20 

(水) 徳パス横瀬営業所前�  1 :30~ 1 :50 

横瀬集 会 所 前 �  2 : OO~ 2・20 

J A 本 所 前� 2 : 30~ 3・00

星谷 消防詰所前 午前� 9 :05~ 9 :35 

森 内宅池の横�  9 :45 ~10:05 

4 勝 浦� 4? 長官� 10:15~10:25 

月 大森良樹宅南�  10:35~10:55 
メ寸、〉 山 神 社 前� 11 :05~11:20 

24 
勝浦町 役 場 前 �  11 : 35 ~11・55

日 中 山 権 現 橋 午後� 1 :OO~ 1 :20 

(ボ 中山消防詰所前�  1 : 30~ 2 :00 

横瀬駐在所前�  2 : 10~ 2 :55 

NTT阿波勝浦電報電話局前� 3 :05~ 3 :15 

石 田 亨 右，..，. 横 午前� 9 :OO~ 9 :15 

中田商会付近�  9 :25 ~ 9 :40 

4 古 山 商 庖 横� 9 : 50 ~10:05 

月 田中屋食堂南�  1O :15 ~10:40 

J A生比奈支所前�  10:50~11・20
25 

農村 婦人の家前�  11:30~11:55 

日 干高 山 日l生夕色ζ 『・司r-'-コ 横 午後� 1 :OO~ 1 :10 

(金) 地 千百 寺 入 口� 1 :20 ~ 1 :35 

生名東 林 庵 前 �  1 ・ 45~ 2 :15 

生名センター前�  2 :25~ 2 :55 

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
発
生

例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
か

ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬

病
も
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

V

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主


の
義
務
で
す
。
必
ず
受
け
る
よ


う
に
し
て
く
だ
さ
い
。


ト 

----¥ 

、、{し、

) 

回

お 原買

犬は，私たち人聞にとって可愛い友達です。

でも時には私たち人間に危害を加えることもあ

ります。危害を加えた場合は，飼い主の責任と

なります。

犬害のない明るい社会をつくるために，犬を飼

っている方は，次のことを必す守ってください。

(
宮
二
|
二
五
一

犬
の
登
録
を
さ
れ
た
方

は
、
注
射
案
内
通
知
の

ハ
ガ
キ
と
鑑
札
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

勝
浦
町
役
場
環
境
衛
生

課 
平
成
七
年
度
以
降
に

不用ー犬の引き取り回� 女犬の登録を行い，狂犬病予防接種を受ける。

女犬はつないで飼う。

犬の放し飼いは
*犬を捨てない。

やめましょう o 

4月2自体)� 

4月16自体)

※登録している犬の場合は印かんと鑑札が必要です。
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浄化槽G)維持管理が
?と切握、といわ机亡い参亨が，

毎1ft:しsうか?

、、、一"

、ー，ノ

維持  T T 管理
浄化槽を正常 運転古るのに必要な作業

掃

私達は，毎日の生活の中で，眠いとか休みた

いとか自分の体が出してくる注意信号を感じ取っ

た時には，自分の健康を考えて休むことができ

ます。また，食べ物や飲み物に気をつけたり ，

運動したり，色々な方法で健康を管理し，また

毎年健康診断を受けたりします。

水槽の中で流入してくる生活排水をきれいに

浄化するために働いているのは微生物ですから，

人間の健康管理と同様に論じることはできない

までも，微生物にうまく働いてもらうために浄

化槽の使い方や管理がいかに大切か，おわかり

いただけると思います。

浄化槽の維持管理は保守点検，清掃，検査と

いうことになりますが，このいずれか一つでも

適正に行われなければ 浄化槽の性能を 100%

フルに発揮することはできません。

浄化槽の保守点検は浄化槽の正常な機能を維

持するため，浄化槽の点検，調整又は，これら

に伴う修理をする作業です。浄化槽の清掃は浄
(由

化槽の運転に伴って必然的に発生する汚泥，ス

カム等を槽外に引き出し その引き出し後の槽

内の汚泥等を調整し，その際，こ

れらの作業に伴う単位装置や付属

機器類の洗浄，掃除等を行う作業

です。

一方，浄化槽管理者に義務づけ


られている年 1回の定期検査(11


条検査)は，浄化槽の保守点検や


清掃などの維持管理が適正に行わ


れているか否かを判断するもので，


維持管理の一貫として大変重要な


検査です。この検査も忘れずに定期的に受けて

ください。

私達の日常生活に不可欠なものとなった自動

車と浄化槽を比較して考えてみましょう 。

私達は自動車を大変大切に使います。車を使

う前は始業点検をし，例えばエンジンの調子が

おかしいと思えば，自分でエンジンを点検した

り調整します。でも自分でできない専門的なこ

とも多いですから，専門の修理工場まで、車を持っ

ていき ，点検や修理をしてもらいます。また，

定期点検や車検の制度もあります。浄化槽につ

いて，浄化槽管理者が自ら維持管理する上で専

門的 ・技術的に難しいことも多いので，専門の

技術者 ・業者がいるのです。また，定期検査を

公正中立に行うことができる指定検査機関もあ

ります。

また，自動車と同じように浄化槽を使用する

人が，誤った使い方をすると浄化槽は本来の機

能が果たされなくなります。浄化槽の使い方も

浄化槽を適正に管理する上で大切なことと言え

ます。 制スカム …浄化槽上部に浮かぶ汚泥のこと。

回
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図

ロンドンの下水工事(1845年)

イギリスでは，公衆衛生法ができたころから，ロン

ドンの道路の舗装をし，各家に水洗便所を作り，管を

埋設して川へ流すようになりました。しかし， Jから

の悪臭が問題となったために， 1960年から 75年にかけ

て土木技師パザルジェ ット氏の指導により，家庭雑排

水，水洗便所排水と雨水を一緒に流す合流式下水道が

整備されました。この下水は，川の両岸に沿って30km

の幹線の管で集水して，海に近い河口で、汚水を流すよ

うにしたものでした。下水は，集めて汚れを取らずに

そのまま流すだけのものです。

ヨーロッパの他の都市においても，よく似た状況で


した。例えば，パリでは合流式下水道で，道路上のゴ


ミも洗って下水道に流しており， 400kmの長さで幅  6
 
m，高さ 5mの大断面で，上水道，ガス管も共同地下


埋設したものです。 /'"¥

ところが，下水管から川へ流れ出てくる下水は，海

の潮の流れが遅いために河口近くにたまり，ゴミや泥

があるために船も通れないほどひどいありさまでした。

このため，河口近くの住民から，抗議の声があがり

ました。そこで，川へ流す前に，格子を通して，浮い

ている大きなゴミを取り除き，大きな池を作り，そこ

へ泥を沈めて，上澄みだけを流すようにしました。後

には，薬を使って沈殿させるように工夫しました。し

かし，これでは汚れの 2~3 割しか取れませんでした。

そのうえ，この薬代や池の泥を遠くの海へ捨てるお金

も多くかかりました。

この間に，下水をきれいにする研究が行われて，土

を通して汚れをこす方法が良いことが分かりました。

そこで，実験のために，ロンドンの近くに，土の下


水道を通す農場が作られました。それは，土に深さ 2
 
~3 メートルの溝を掘って，溝に下水を流しこみ， 1 

日ぐらいおいて流し出すと 水はきれいに澄んで、いま

した。これを繰り返すと，水はきれいになって川へ流

れ，周りの土は，肥料を含んだ、土になるため，野菜が

よく育ちました。この方法は，下水のかんがい処理・法

と言われ，今でもヨーロ ッパやアメリカには，このよ

うな農場がいくつかあります。

しかし，ロンドンのような大都市では，この方法で

全部の下水をきれいにはできませんでした。それは大

都市には，農場をいくつも作るための広い場所がない

ためでした。

当時のヨーロッパの大都市では，どこも同じような

状況でしたが，良い方法が無く困っていました。

そして，その後も各地で、下水をきれいにする研究が

行われていました。

その中で，微生物を利用して下水をきれいにするこ

とが発見されました。この方法は，現在の下水処理の

もとになるものでした。 
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消費税と地方消費税とを合わせた税率が� 5%に
この改正は司平成� 9年� 4月� 1日から適用となり

ます。

11

(1)

4.

5.

¥...J 

) 

1.活力ある豊かな福祉社会の実現を目指して司働き

盛り世代の所得課税の軽減と，来るべき高齢化社会

を支えるための消費課税の改革・充実を柱とする

「税制改革jが行われています。税制改革関連法は

平成� 6年 月に成立しー所得税・個人住民税の制度

減税は平成� 7年� (度)分から先行して実施されてい

ます。� 

2.平成� 9年� 4月� 1日から消費税率カず5% (このうち� 

1%分は地方消費税)になります。� 

3.中小事業者に対する特例措置等が見直されます。� 

事業者免税点制度の見直し

新設法人� (資本又は出資の金額が� 1千万円以上

で基準期間のない法人)については，事業者免税

点制度は適用されないこととなります。� 

) 簡易課税制度の改正

イ 適用上限額が引き下げ‘られます。

仕入れに係る消費税額の計算に当たり，現在，

基準期間の課税売上高が4億円以下の事業者は，

(2

区分に改正され，不動産業，運輸通信業，サー

ビス業のみなし仕入率は50% (現行60%)とな

ります。� 

) 限界控除制度の廃止

課税期間の課税売上高が5千万円未満の場合に

納付税額が軽減される限界控除制度が段階的に廃

止されます。� 

(3

仕入税額控除の適用要件が改正されます。

仕入税額控除の適用要件として「帳簿及び請求書

等」の保存が必要となります。� 

地方消費税が創設されました。

地方分権の推進や地域福祉の充実を図るため、県

税として地方消費税が創設されました。� 

(1) 地方消費税は司消費に応じて県の収入となり，

うち半分は市町村に交付されます。� 

(2)地方消費税の申告・納付は司国の消費税とあわ

せて� 1枚の申告書又は納付書で税務署に申告・納

付します。

みなし仕入率を用いることができます� (簡易課
※詳しくは，徳島税務署 ・税務相談室徳島分室にお

税制度)が，その適用上限額が4億円から� 2億
問い合せください。

円に引き下げられます。

口 みなし仕入率カI~' 5区分になります。 徳島税務署� ft(0886)22-4131 

みなし仕入率が実態に合わせて� 4区分から� 5 税務相談室徳島分室 ft(0886)25-1933 

務保

縦縦
( 平 覧 器 覧
土日 時場
曜町

日午後前午 聞 役場税 所

日五八
曜時時
日ま 三

固資産

さ等築 た で 一� 
い 土だ課縦日平成
。を地く税内す覧か�  
さのた ら 九
れ買売め容る四年度
た ににこ 月

方 、設誤と 二 定は地 けり が十
、自らがでー

一 変れなき日

資
産

固� 
λF晶E

縦課
見-~ 税台

員会

の哲受� 

- と 締農切」窓oJ..変変有直主 土ミ日 霊委 L

更更哲 査 は 自転
後前日 に、で の用

なzは 変

毎 毎 ;九 二 更申

幸室EE手月月 す It。年四許条� ‘ー吾
税をム最

目白 か 等喜いし屋で 問
て の す し 11の G

をで十 険 度更たいま ま課確、期かすで
10 15 月可 つのを帳除

く
分
か
ら

課 認家間確認 。の

てく新 。て 無四
だ増 し、 料月 次の

回
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*勝浦病院医師診察当番表*� 

科 名
時間
曜日

月 火 水 木 金

午前 平賀院長 平賀院長 三代医師 平賀院長 平賀院長
内 手ヰ

午後 三代医師 遠藤医師 遠藤医師 遠藤医師 三代医師

外 手ヰ

午前
小西
副院長

小 西
副院長

小西
副院長

午後
小 西
副院長

小西
副院長

整形外科 午前 玉野医師 中野医師

午前
河野医師 戸井医師小 児 科

午後

勝浦病院内科医師

三代裕一郎

， 

勝
浦
病
院
医
師
紹
介

四
月

一
日
か
ら
内
科
・
多
田
由
恵
医

師
に
変
わ
り
、
新
し
く
三
代
裕

一
郎
医

師
が
赴
任
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

診察券の取扱い

時間について

診察券入れは� 4月� 1日から

午前� 7時に出します。
外来受付時間

。内科，外科は午前が� 11時30分まで，午後は� 4時30分まで。
※午前� 7時以前に診察券を窓口に

。整形外科は午前11まで。 置かれましでも司受付できませ

。小児科は午前が� 12時まで， 午後は月曜日が� 3時まで， 金曜日は� 4時まで。 んので司ご了承ください。� 

。リハビリは午前� 11時30分まで，午後は� 4時30分まで。

農業者年金シリーズ①

女性の年金受給の途の拡大


今回の改正により農業者年金

加入者の配偶者も農業者年金にQ
加入できるようになったと聞き

ましたが、その理由を教えてく

ださし� ¥0 

A1 -こおける女性の役割民
農業専従者に占める女性の割合は過半を

超えており，特に，近年では，夫と対等

な立場で農業経営に参画している女性が増えていま

す。

2.このように実質的に経営者と呼べるような女性� 

(配偶者)であっても，一農家につき経営の主宰者

は� 1人とするこれまでの基本的な考え方や，一般的

には女性は農地の権利名義を有していないという実

態から，農地の権利名義を有する経営主を加入資格

者とする農業者年金への加入は認められていまぜん

でした。� 

3.しかしながら，このような女性は，家族農業経営

において重要な役割を果たしており， これを農業者� 

年金の加入資格者とすれば，

①農業経営における女性の地位及び役割が明確にな

固

， 


f、¥� 

' ' 

るとともに，女性の経営意欲が増進することによ


り，家族農業経営の近代化に資すること。


①夫婦閣の役割分担によって経営内容の充実と経営


規模の拡大が促進されるとともに，このような経


営体が細分化されすに次世代に引き継がれるよう


になり，農地保有の合理化に資すること。


が期待でき，農業構造の改善に寄与するものと考え

られます。


4.一方，農業に専従する女性の地位 ・役割の明確化 ，..、‘� 

という観点、からは，元来，農地の権利名義を取得す

ることが望ましい姿であると考えられますが，農村

社会の実態を踏まえると，直ちに女性が権利名義を

持つことは容易ではない状況にあります。

しかしながら，上記のように，農地の権利名義を


持たない女性� (配偶者)についても，農業経営に参


画し，経営方針の策定や経営移譲の場面において強


い影響力を持っていると考えられる者については，


本年金への加入を認めることが，これらの者の地位・

役割の明確化につながり，農業構造の改善にも寄与


していくものと考えられます。

また，今回の措置により女性農業者の地位の明確


化が図られれば，女性が権利名義を持つ機会も増え


てくると思われます。
 

5. このような観点にたって，今回の改正では，農業

者年金加入である夫とともに農業経営を担っている

配偶者について，農地の権利名義を有しない場合も

含めて，加入の途を拡大することとしたものです。
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愛
育
班
に
つ
い
乞
:
・

l

4月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦まで

日 曜 内 ~仕'<- 受 付 時間 場 所 対 象 者
持参する
もの イ也� 

7 月 愛育班総会 ・健康相談�  13:30~ 15:00 石原集会所 石 原 区 民 健康手帳� 

10 ・ OO ~11:30 沼江センター� A 江 区 民 健康手帳� 
10 木 愛育班総会 ・健康相談�  

13 : 30~15:00 棚野集会所 棚 野 区 民 健康手帳� 

10:00~11 :30 掛谷集会所 接ト 'ノ口!、一 区 民 健康手帳� 
11 f豆、 愛育班総会・健康相談�  

13:30~15:00 山西集会所 山田 西岡区民 健康手帳� 

10 : 00~11 :30 久国集会所 久 国 区 民 健康手帳� 
14 月 愛育班総会・健康相談�  

13 : 30~15:00 坂本集会所 坂 本 区 民 健康手帳� 

10:00~11:30 中角集会所 中 角 区 民 健康手帳� 
21 月 愛育班総会・健康相談�  

13:30~15:00 生名センター 生 名 区 民 健康手帳� 

1O :00~11:30 与川内公会堂 与� )11 内 区 民 健康手帳� 
22 火 愛育班総会 ・健康相談�  

13 : 30 ~15:00 中山集会所 中 山 区 民 健康手帳� 

10 : 00~11 :30 横瀬集会所 横 瀬 区 民 健康手帳� 
23 7.k 愛育班総会・健康相談

今守x、山ふれあい13 : 30~15:00 t定 重富
メ寸〉、 山 区 民 健康手帳� 

10:00~11 :30 勝浦会館 里 石I-U 区 民 健康手帳� 
24 木 愛育班総会 ・健康相談�  

13 : 30~15:00 星谷集会所 星 谷 区 民 健康手帳� 

25 金 乳児 健 康 三日夕足、 査� 13:30~14:30 勝浦病院 平成 8 年 7 月 1 日 ~ま平れ成 9年 母子�  
2月28日までに生 た子 健康手帳�  

愛
育
班
の
母
体
で
あ
る
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
は
、
昭
和
九
年
三

月
に
「
母
と
子
の
保
健
と
福
祉
の
向
上
」
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
厚
生
省
も
保
健
所
も
な
く
、
子
ど
も
や
母
親
な
ど
は
ほ

と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
、
不
幸
な
状
態
に
放
置
さ
れ
、
対
策
も
な
い
時

代
で
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
荒
廃
し
た
時

代
か
ら
、
高
度
成
長
時
代
を
経
て
今
日
の
時
代
を
迎
え
、
よ
う
や
く

安
定
し
た
社
会
を
実
現
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
軌
を

一
に
し
て
生
ま

れ
た
の
が
「
地
域
の
健
康
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い
う
動
き
で
し

た
。
そ
し
て
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
愛
育
班
は
、
こ
の
多
く

の
人
々
の
ニ 

ズ
に
応
え
ら
れ
る
組
織
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
愛
育
班
活
動
は
、
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
(
乳
児
か

ら
老
人
ま
で
)
を
会
員
と
し
、
会
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
人
が
愛

育
班
員
と
し
て
、
母
子
保
健
や
成
人
保
健
、
老
人
保
健
な
ど
を
地
域

の
人
々
と
連
帯
感
を
深
め
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

愛
育
班
活
動
の
特
徴
は

。
病
気
対
策
で
は
な
く
、
健

康
づ
く
り
を
中
心
と
し
た

活
動
。

。
身
近
な
日
常
生
活
の
中
で

実
践
す
る
活
動
。

。
訪
問
と
話
し
合
い
の
連
続

性
を
積
み
重
ね
る
活
動
。

住
民
の
保
健
対
策
は
行
政


と
住
民
組
織
と
の
相
互
の
連


携
と
協
力
が
あ
っ
て
、
よ
り


一
層
そ
の
効
果
が
あ
が
る
も


の
で
す
。
今
後
と
も
愛
育
班


活
動
が
継
続
さ
れ
ま
す
よ
、
つ


住
民
各
位
並
び
に
関
係
者
の


方
々
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く


お
願
い
し
ま
す
。

班
員
研
修
会
の
よ
う
す

園

MUS04
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みんなの健康
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テキストボックス
愛育班について

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



• • 

• • • 

風しん，百日咳，ジフテリア喝

破傷風� 3種混合予防接種を町内医

療機関において右記のとおり実施

します。

予防接種説明書，予防接種ガイドブック， 病

需

産

量

出
 

、
f

‘
、
f

‘

、‘


f
L
f

予防接種券等を確認の上，定期接種の期間

内に受けましょう 。

※幼児について行う風しんの予防接種は，

百日咳・ジフテリア

破傷風� 3種混合

百日咳，ジフテリアは

飛まつ感染でおこり，破

傷風は傷口から菌が体内

風 し ん

風しんウイルスの飛ま

つ感染でおこり ，発しん，

発熱などを主症状とし，

ことがあります。

定期接種は ， 生後 12~ 

90月未満とされています

が，平成� 15年9月30日ま

へ入りおこる病気で，重� 3日位で治りますが，合

症化することがあります。 併症を伴うと重症化する状

麻しん接種後に行うことを原則とする。

※中学生の男女とも対象となる。

※小中学生については以前に風しんの予防 対( �  
接種を受けたことがある場合は接種を行 A:ι 
わない。 象期� 

1期初回…

生後 3 月 ~90月未満 

l期追加…

※任意接種となった場合は、自己負担とな 年接
りますので，風しん6，000円，百日咳， 種� 

齢 )ジフテリア，破傷風，� 3種混合5，500円

となりますので医療機関窓口へ直接支払っ

てください。

での閑は 1 2歳 ~ 16歳未満生後� 3 ~ 90月未満

|1一一了|までも対象となります。

後 6か月以上の間隔を

おいて接種

委託期間 平成� 9年� 4月� 1日から� 6月末 日ま で
※接種を受ける場合は予約が必要ですので，

、
f

‘
、
f

‘


.
K
1
v

〆¥
あらかじめ医療機関へお申し込みくださ

車ヰ 金 査正 料。し、

女お問い合わせは，
医療機関 赤岩医院・山西医院・勝浦病院

役場環境衛生課保健婦へ(ft2 -251 1) 

.Cお知らせ 〉
 -

票

・
②
食
後
一
時
間
半
は
運
動
を
控
え
ま

-
※
母
子
保
健
に
関
す
る
ご
相
談

・

し
よ
う
。
ま
た
、
睡
眠
不
足
、
体 

O

.

妊
婦
超
音
波
検
査
受
診
票

面一市 

.
0
三
歳
児
精
密
健
康
診
査
受
診

・

.
0
乳
児

一
般
健
康
診
査
受
診
票 

-
O
乳
児
精
密
健
康
診
査
受
診
票

・

(

)
コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
の

増
加
に
よ
る
動
脈
硬
化
予
防
等
が

.
0
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票 

.

あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

妊
婦
H
B
S抗
原
検
査
受
診

・ 

o

-

-R

 •

H
D
L

・ .
*
健
康
診
査
受
診
票
名

.
し
た
と
お
り
、
四
月
一
日
か
ら

・
母
子
保
健
事
業
に
か
か
る
健
康

.
診
査
は
市
町
村
が
実
施
主
体
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
月 

.

一
日
か
ら
の
健
康
診
査
を
受
診

・
さ
れ
る
方
は
、
受
診
票
が
使
用

}
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
受
付

で
交
換
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
知

・
ら
せ
し
ま
す
。

O
一
歳
六
か
月
精
密
健
康
診
査
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
で
病
院
に
か

受

診

票

か

っ

て

い

る

人

は

-

、
事
前
に
医
師 

三
月
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ 

は
役
場
環
境
衛
生
課
・
保
健•
・
③
準
備
体
操
を
忘
れ
ず
に
・
:

婦
へ
。
(
宮
二 
1
二
五
一
一

)

運

動

の

疲

れ

は

翌

日

ま

で

残

さ 

C3Cヌ

え酒田鹿ì~~ 一

.
①
始
め
る
前
に
・

無
理
な
運
動
は
逆
効
果
で
す
。 

・
運
動
、
成
人
病
予
防
の
基
本
と
も
い

.
え
ま
す
。
運
動
不
足
の
状
態
が
続
く

と
、
抵
抗
力

・
体
力
の
低
下
、
老
化

・

の
促
進
等
の
変
化
が
現
わ
れ
ま
す
0

・
運
動
の
効
果
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す

0 

.
①
心
肺
機
能
を
高
め
、
骨
を
丈
夫
に

・

し
、
体
力
の
維
持
増
進
を
は
か
り

.

ま
す
。

②
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
ス
ト 

.

レ
ス
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す

0

・

ま
た
規
則
的
な
運
動
習
慣
は
、
生

活
に
リ
ズ
ム
を
与
え
ま
す
。 

.
③
成
人
病
予
防
効
果
と
し
て
、
肥
満

・

予
防
、
血
圧
の
正
常
化
、
善
玉 

と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

歩
く
こ
と
は
手
軽
に
で
き
る
全
身

調
の
悪
い
日
は
休
み
ま
し
ょ
う
。

安
全
に
楽
し
く
歩
く
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

/'"、『

歩
〈
こ
と
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う


な
い
程
度
を
目
安
に
し
ま
す
。 

④
運
動
終
了
後
は
、
整
理
体
操
等
を

行
い
、
疲
れ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
ま

す
。

歩
く
こ
と
を
習
慣
づ
け
、
長
続
き

さ
せ
る
た
め
に
、
到
達
目
標
と
な
る

場
所
を
決
め
て
歩
く
、
歩
い
た
距
離

を
記
録
す
る
、
生
活
の
中
で
歩
く
機

会
を
増
や
す
、
仲
間
と
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

桜
の
つ
ぼ
み
も
ほ
こ
ろ
び
、
日
射

し
も
や
わ
ら
か
く
、
外
は
春
の
息
吹

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

*正しい歩き方6つのポイント女

ポイン卜� 1 ポイント� 4
あごを引き，視線は10m フラフラ歩きでは，運動効果

先の路面へ。 がない。額にうっすらと汗が

にじむ程度のスピードで。
ポイント� 2
背筋を伸ばし，絢を張っ ポイント� 5
て堂々と歩く。 肩はリラックスさゼ，緩く肘

を曲げる。足の動きに合わせ
ポイント� 3

て前後に大きく振る。
歩幅は，いつもより大

またぎみ。膝を伸ばし ポイント� 6
てかかとから着地させ， 呼吸は，� 1歩ごとに「すうJrす
つま先でける。 うJrはくJrはく」。足の動きに

合わせてリズミカルに。� 

回
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4月からは新しい被保険者証で‘なければ病院にかかることができ

ません。まだ更新をされていない方は 早急に役場税務保険課で更

新をおこなって〈ださい。

[画
 

ー
必
ず
刊
日
以
内
に
役
場
受
付
窓
口
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
j

大
こ
ん
な
と
き
は
国
保
ヘ
届
け
出
を
大

こ んな とき 届け出に必要なもの

国
他の市区町村から転入してきたとき 。 印かん，他の市区町村の転出証明書。

保 職場の健康保険をやめたとき。 印かん，職場の健康保険をやめた証明書。

{ま
し、
る
と
き

職場の健康保険の被扶養者でなくなっ
たとき。

印かん，被扶養者ではない理由の証明書。

子どもが生まれたとき。 印かん，保険証，母子健康手帳。

生活保護を受けなくなったとき。 印かん，保護廃止決定通知書。

外国人がはいるとき。 外国人登録証明書。

国
他の市区町村に転出するとき。 印かん，保険証。

保 職場の健康保険にはいったとき。 印かん，国保と職場の健康保険の両方の保険
証(後者が未交付のときは加入したことを証
明するもの)。

を
や

職場の健康保険の被扶養者になった
とき 。

め
る
と
き

国保の被保険者が死亡したとき。 印かん，保険証，死亡を証明するもの。

生活保護を受けるようになったとき 。 印かん，保険証，保護開始決定通知書。

外国人がやめるとき。 保険証，外国人登録証明書。

退職者医療制度の対象となったとき 。 印かん，保険証，年金証書。

そ
同じ市区町村内で住所が変わったと
き。 印かん.1呆険証。

-0fIJJ世帯主や氏名が変わったとき。� 

の 世帯が分かれたり，いっしょにな っ
たとき。

出かせぎや，長期の旅行に行くとき 。

他 修学のため，別に住所を定めるとき 。 印かん，保険証，在学証明書。

保険証をなくしたとき� (あるいは汚
れて使えなくなったとき)。

印かん，身分を証明するもの� (使えなくなっ
)。た保険証など

国保税は，被保険者となった月から課税されます。

「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者となる月とは 職場の健康保険をやめたとき あるいは他の市区町村から

転入して住み始めたとき。

図

MUS04
テキストボックス
国保と医療費4月からは新しい被保険者証がなければ病院にかかることができませんまだ更新をされていない方は早急に役場税務保険課で更新をおこなってください
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今よ珍ノ障害認定

一申請について
 

f 、』司医療保険に加入しており， 65歳以上70歳未

満の一定の障害を持つ方は，申請して認定を

受ければ，老人保健制度の適用を受け，一部

負担金だけで医療を受けられるようになりま

す。

-該当される方は

。身体障害者手帳  1---3級 4級 (音声・

言語障害・下肢障害  1・3・4号)

。障害年金証書  1・2級

。療育手帳  A

。保健福祉手帳  1・2級をお持ちの方です。

申請希望の方は，健康保険被保険者証 ・身

体障害者手帳，障害年金証書，印かんなどを

ご持参の上，申請してください。

詳しくは，住民福祉課へお問い合わせくだ

さい。

通 @ 
  

3智

也志 


会議


保
険
精


毎
月
の
積

ね
が
大
切

民
年
金
保

納
め
忘
れ

せ
ん
か
。

い
た
だ
い

は
、
い
ま

受
け
ら
れ
て

の
大
切
な
財

、
年
金
積
立

融
資
と
い
う

な
さ
ん
の
周

共
施
設
(
病

育
所
、
簡
易

上
下
水
道
等
)
の
充

実
に
お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
将
来
の

生
活
保
障
に
確
実
に
結
び
つ
い
て
い

O
O

き
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
た
平
成
八
年
度
の

保
険
料
(
一
ヶ
月
二
一
二
二 

円
)

が
あ
る
方
は
、
勝
浦
町
役
場
の
納
付

書
で
平
成
九
年
四
月
中
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
平
成
九
年
五
月
以
降
に
な

り
ま
す
と
、
住
所
地
を
受
け
持
つ
社

会
保
険
事
務
所
発
行
の
納
付
書
で
な

け
れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

λ

※
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に

。
そ
の
一

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
他
に
、
前
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。

年
度
の
始
め
に
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
分

を
前
納
す
る
方
法
と
、
六
ヶ
月
分
を
前
納
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
年
度
中
に
六
十
歳
に
な
る
方

に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
期
間
満
了
ま
で
の
前
納
も
で
き

ま
す
。前

納
制
度
は
納
め
忘
れ
を
な
く
す
だ
け
で
な
く
、
保

険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

。
そ
の
ニ

納
付
組
織
(
女
性
会
)
に
加
入
し
ま
す
と
、
委
員
の

方
が
、
保
険
料
を
集
金
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
の
口
座
振
替
も
手
聞
が
か
か
ら
ず

便
利
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
勝
浦
町
役
場
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ケ

h
F

お得な前納制度 (平成 9年度 )・1年間前 納 (4月に前納の場合 ) 
12，800X 12= 153，600が . 

149，890円となります 0・6ヶ月前納 (4月に前納の場合 ) 
12，800X 6 = 76，800円が 

75，950円とな ります。

前納を希望される方は.勝浦町役場国民

年金係へご連絡ください。

勝浦町在宅介護支援センターでは，介護の必要

なお年寄りや家族の方々のいろいろな相談にのっ

ら 

ています。

介護方法や介護機器の紹介，また福祉サービス

についての紹介や申請代行などをしています。

お年寄りのことで悩み事がありましたら，何で

もご相談ください。

*デイサー ビスセンターオレンジ荘について

デイサービスセンターオレンジ荘は，現在週 

1回程度利用できます。

土・日 ・祝日については，痴ほうのある方や

日中 1人で過ごされるのが不安な(例えば，仕

事，法事，旅行などで家族が留守にする時)お

年寄りにも利用していただけます。

新たにデイサービス利用される方は，登録が

必要です O

※詳 しく は司	 勝浦町在宅介護支援センターまで 

(宮 2-3700)ご連絡ください。
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テキストボックス
国民年金から
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テキストボックス
老人医療障害認定申請について

MUS04
テキストボックス
在宅介護支援センターからお知らせ
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平
成
九
年
度

女位進fR技術議皇子会府催要鍍


H

勝
浦
会
館
各
種
教
室

(
交
流
事
業
)

参
加
者
募
集 

勝
浦
会
館
で
は
、
平
成
九
年
度
も

身
近
な
人
権
啓
発
活
動
の
一
つ
と
し

て
各
種
教
室
を
開
設
し
、
近
隣
地
域

住
民
の
方
々
と
の
交
流
の
な
か
か
ら
、

同
和
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
開
設
を
予
定
し
て
い
る
教

室
は
、
生
け
花
、
踊
り
、
陶
芸
、
習

字
、
手
芸
、
着
付
け
、
大
正
琴
の
七

教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
教
室
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
こ
と
を
承
知
い
た
だ
き
、

四
月
十
八
日
幽
ま
で
に
勝
浦
会
館
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(
申
し
込
み

用
紙
は
会
館
に
あ
り
ま
す
)

一
、
参
加
申
し
込
み
人
員
が
少
な
い

教
室
は
、
開
設
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。(
参
加
で
き
な
い
の
に
、

名
前
だ
け
の
申
し
込
み
は
絶
対
に

し
な
い
こ
と 
)

二
、
申
し
込
み
者
が
多
い
と
き
は
、

先
着
順
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

三
、
同
一
人
が
、
複
数
の
教
室
に
参

加
を
し
て
く
だ
さ

っ
て
も
結
構
で

す
。

四
、
男
性
や
若
い
方
の
参
加
を
、
特

に
希
望
し
ま
す
。

五
、
五
月
上
旬
に
開
講
の
予
定
で
す
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
勝
浦
会
館
(
宮

一
一
ー
三
三 

五
)
ま
で
お
問
い
合

O

わ
せ
く
だ
さ
い
。

講習科目 ホームヘルパー 経理事務(簿記� 3級)

申込期間� 4 月 2 日 (水) ~ 4月4日幽� 4 月 9 日(水)~ 4月15日ω

講習期間� 4 月 14 日(月) ~ 6月� 9日(月)� 4 月 22 日 ω~ 5 月 30 日幽

開催場所
日本赤十字徳島県支部

(徳島市庄町 3丁目)

女性職業センター

(徳島市中昭和町

総合福祉センター� 1F) 

受付場所

女性職業センター

(徳島市中昭和町

総合福祉センター� 1 F) 

同 上

講習内容
介護の知識と技能の習得

ホームヘルパ-2級
日商簿記� 3級程度の知識

の習得

受講料

無料

(但しテキスト代16，000
円程度必要)

無料

(但しテキスト代2，000円
程度必要)� 

ι戸ょ』 貝� 24 名

講習時間� 9 時30分 ~ 1 5時30分

受講資格 就業を希望する女性

そ の他

詳しくは，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。

女性職業センタ- ft0886-54-0121 
テレホンガイド� ft0886-54-0124 

寸
4 

4
存

宮 

七
九
八
)
三
五
ー
コ
二 

d
d

5 月 13 日 ω~6 月 25 日(水)までの聞の毎週火 ・ 水曜日 受講に要する交通費等を支給します。(一定の要件必要)

10時 ~16時まで(講習時間は 70時間 14日間) ※詳しくは，徳島県立母子福祉センターまで。

・定 員� 20名 (徳島市中昭和町 1丁目� 2 ft0886-54-7418) 

(
O

西
宮
市
被
災
者
の

皆

さ

ん

ヘ

時
下
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
ず
か
数
秒
間
で
兵
庫
県

下
を
廃
嘘
と
し
、
多
く
の
尊
い
命
を

無
情
に
も
奪
っ
た
あ
の
阪
神
淡
路
大

震
災
か
ら
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
被

災
地
を
遠
く
離
れ
、
心
細
く
、
ご
不

自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
災
害
復
興
三
ヶ
年
計

画
に
基
づ
き
、
恒
久
住
宅
の
早
期
建

設
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
各
種
の
生
活
支
援
策
を
創
設

し
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
、
西
宮
市

に
お
戻
り
頂
く
施
策
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
九
年
二
月
下
旬

か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
ま
し
て
、
災

害
復
興
住
宅
の
募
集
も
計
画
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
募
集
事
項
の
必
要
な

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
、
何
か
と


情
報
が
届
か
ず
、
様
々
な
こ
と
で
お


悩
み
の
こ
と
と
ご
察
し
申
し
上
げ
ま


す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。


西
宮
市
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。


安
住
宅
相
談
・
仮
設
住
宅
対
策
室


食
住
宅
部

七
九
八
)
一
エ
ハ
|
八
五
九
三


七
九
八
)
三
五 

三
七
二
二

女
そ
の
他
相
談
・
市
民
相
談
課

(
O

(
O

l

宮告 

--ノ

ー¥J 給食調理員養成講習会

-受講対象者 母子家庭のお母さん ・子供 ・寡婦 -受講料 無

・開催日及び時間� ・受講旅費等の支給

図

O
O 
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女性無料技術講習会開催要領
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期目|平成� 9年4月4日働"'4月17日偏

[ 1・2級]園芸装飾，造園，金属熱処理，機械加工，
平成9年度前期技能検定

技� 
試験実施のお知らせ

募集し乞い参事.ゲ

自衛隊幹部への道 近畿青年洋上大学

放電加工，金属プレス加工，鉄工，建築板金，工場.."' 
円E

(

予

定

)

検

定

実

施

職

種

板金，仕上げ，電子機器組立て，電気機器組立て，

建設機械整備，婦人子供服製造，布はく縫製，家具

製作，建具製作，強化プラスチック成形，石材施工，

とび，左官，タイル張り，畳製作，防水施工，内装

仕上げ施工，熱絶縁施工，サッシ施工， 化学分析，

表装，塗装，広告美術仕上げ，フラワー装飾

[単一等級職種] 製麺，塗料調色� 

[3級職種]園芸装飾，造園，和裁，とび，機械加工

徳島県職業能力開発協会
(徳島市新浜町 1丁目� 1-7 n0886-63-2316) 

技能検定は，職業能力開発促進法に基づいて，

技能者の皆さんがもっている技能の程度を一定

の基準により検定し，公証する国家検定制度で

す。

この制度は，昭和� 34年から実施されており ，

徳島県では現在までに，13，882人が合格し，技

能士としてそれぞれの分野で活躍されています。

試験は、職種によって特級 ・� 1級 ・� 2級 ・� 3
受

検

申

鳴門地域職業訓練センター 級及び単一等級に区分し，実技と学科の試験を
(鳴門市撫養町木津 n0886-86-6222) 行います。

徳島テクノスクール
(徳島市南島田町 2丁目� n0886-31-1474 ) 

特級� . 1級及び単一等級の合格者には労働大
言青 臣� 2級及び3級の合格者には徳島県知事から阿南テクノスクール

l鴨島テクノスクール
(麻植郡II!鳥島町知恵島� 

池田テクノスクール

受

付

場

所

(阿南市桑野町字岡元 n0884 -26-0250) 合格証書が交付され，i技能士Jと称することが
ぺ


.r--

できます。

※特級職種については、後期に実施いたします。
n0883 -24-2359) 


(三好郡池田町ーシンマチ n0883 -72 -0256) 
牟岐町商工会(海部郡牟岐町中村.� n08847-2-0194) 

.受付期間

平成 9 年 4 月 17 日(木)~ 5月23日制

.応募資格 

22歳以上26歳未満で大学卒業程度の学力を有する者。

大学院修士課程修了者については，� 28歳未満の者0

.試験

一次� 6月21・22日� (22日は飛行要員のみ)

.合格発表

一次� 7月11日(最終� 9月11日)

。日本国籍を有し，平成� 10年� 4月� 1日現在該当する者。

徳島県では，近畿の青年たちと船上で「こころ」を

テーマとした研修を受けながら中国 ・韓国を訪問する

団員を募集します。� 

O とき 平成 9 年 8 月 13 日(水)~25 日(月) (13日間)� 

0応募資格 平成� 9年� 4月1日現在，� 20歳 ~ 30歳まで

の方。� 

O定員�  30名。� 

0参加費� 16万円(事前研修費 ・旅行手数料などが別

に必要です。)� 

O申し込み� 4月30日(水)までに県青少年女性室へ。� 

要員 区 分 適 応

陸上要員 一般幹部候補生
医師関係を除く全職域
に配置

一般幹部
一般要員

飛行，技術及び医師を
除く全職域

海上要員
候補生

飛行要員
海上自衛隊の航空機操
縦職域

技術幹部候補生
主として専門技術関係
職域に配置

航空要員 一般幹部
候補生

一般要員

飛行要員

飛行及び医師を除く全
職域に配置

航空自衛隊の航空機操
縦職域� 

※E学しくは司

自衛隊小松島募集事務所� 

勝浦町役場住民福祉課� 

(宮08853-8 -1981 ) 

(fi2-251 1) 

囚

総務庁主催青少年国際交流事業

航空機による青年の海外派遣や世界青年の船などの

団員も募集しています。

詳しくは，県青少年女性室まで。

(徳島市万代町 1・ft0886-21-2175) 
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患
者
輸
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業
務
委
託
先
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番
号

(二 
|

O

夜間救急当番表�  

電
話
番
号
は

2
月
間
日

1
3
月
日
日
(
敬
称
略
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

埴 影 長岡
淵平 田田

知智
巳明速リ

理
恵

お
誕
生
お
め
で
と
う

日
間
一

輝
幸
一

裕
子
一

日
目

鶴
居
義
道
一

紀
代
美
一

大
谷
信
昭
一

千
夏
)

真土二 莱な長有T二 菜な二 綾号二
男女 女 女 女

也ゃ 々な 理り 月2 華か

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

二
�
 (

四
月
か
ら
)

二
五
�
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O
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川木山

悦
尚
(
お
歳
)

善
布
(
肝
歳
)

薫
(
市
歳
 )

二
�
 

4月� 1日 勝浦病院�  2-2555 

3日 上勝診療所� 6-0302 

5日 勝浦病院�  2-2555 

7日 上勝第二診掠所� 5-0152 

9日 勝浦病院�  2-2555 

11日 山西 医 院� 2-3027 

⑬ 日 勝浦病院�  2-2555 

15日 湯浅 医 院� 2-2003 

17日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

19日 赤 岩医 院� 2-2006 

21日 勝浦 病 院� 2-2555 

23日 上勝診療所� 6-0302 

25日 勝浦病院�  2-2555 

⑫ 日 上勝第二診疲所� 5-0152 

⑫ 日 勝浦病院�  2-2555 

六
八
)
で
し
た
が
、
平
成
九
年

四
月

一
日
か
ら
町
管
理
の
二
�
 二
五

l

善

意
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り
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と
う
ご
ざ
い
ま
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た
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日

1
3
月
間
日
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シ
ズ
子
さ
ん
�
 
(石
原
)

原
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昭
康
さ
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�
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ヨ
シ
子
さ
ん
�
 
(横
瀬
)

匿

名

(
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�

 

)
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名

�

 

(今
山
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
打一打

�
 
E

大
切
に
‘

し
た
コ
と
が

0
0
に
変
わ
り
ま
す
。
間
違
わ
な
い

よ
う
、
ま
た
正
し
く
利
用
し
て
く
だ

支」い
。

-電話のご相談もお受けします� 

ftOBB6-22-5279c ④⑧
直通)

相談日� '月曜から金曜午前9時加分-12時

心配ごと相談


米山ハ



故
前ご

-E---.4
f

・専F事D轍員が親身に怒ってと相談に応じます。

よ
ず
手
�
 

L
 

-・・・醐副

7・・、↓司

、
¥
v
 

酬
副

通』園骨� 

，
齢

交
�
 

午後� 1時-4時405す(祝祭日を除く)

・弁護士相談日� :(予約制 相談無料)

毎月第1第3水曜日午後l時-4時 -日時 4月4日佳) 
社団法人 日本損害保険協会 4月11日佳) 
徳島自動車保険請求相談センター 4月18日佳) 

徳島市西船場町1-14 明治生命徳島ピル� B階 4月25日(金) 

-時間
交通事故相談日 午前10時~午後� 3時

時� 4月25日幽 午前10時~午後4時まで� 
(受付時間午後3時まで)

日

場所 小松島中央会館小松島市松島町5
会08853-2-2030

伸夫

交通事故相談所

徳島県庁� l階 台0886-21-3200

相談員 相田

お問い合わせ

6-

※お気軽にご相談ください。

-内容

人権・行政・厚生・福祉

-場所

住民福祉センター� 2階

平日でも受付しており

ますので，お気軽にお

問い合わせください。 平日

休日

午後� 6時から翌朝� 9時まで

午後� 7時から翌朝� 9時まで

図

ぷコ
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